
地域密着型通所介護事業所かんむら 

 令和７年度 下半期運営推進会議 議事録  

 

日 時：R8年 3月 5日 11：00 ～ 11：30 

場 所：ＮＰＯ法人 デイサービスかんむら 

出席者：知見者  医師  

利用者代表   

 地域住民代表者  

 甲府市南地域包括支援センター  

デイサービスかんむら スタッフ  

    司会・書記 かんむら居宅介護支援事業所  

 

① 自己紹介 

知見者 参加は初めて、地域住民でもあります。 

利用者代表  参加は初めてで緊張しています。 

地域住民代表は  体調が悪く、ソファに臥床での参加 

 

② R７年度下半期活動報告 

 

10月 

6  十五夜 

8 O君 実習開始 ４歳頃からの利用、K支援学校高等科 3年生 

         4月から生活介護利用予定 

15 焼き芋会 

18  Ｗ君 実習開始 3歳の頃から利用。Y附属支援学校高等科 3年生 

         4月から生活介護利用予定 

19 Ｄ様 故郷探訪  生家がある右左口へ 

    

11月 

  諸事情により活動なし 

 

12 月 

5 S様ご逝去（ご自宅でお看取り） 夕食後、老衰 

17 避難訓練 地震発生の想定、通報・消火・避難訓練実施 

       水災害については、机上訓練を実施 

25  クリスマス会 

28 餅つき会  毎年恒例 



31 御用納め 

 

R8年 1月 

2 御用始め 

17 新年会（スタッフ） 

29 山梨大学 大学院総合研究部 講義 

    

2月 

3 節分 豆まき 

26 オカリナ演奏会 

27 K様・A様ご逝去 （かんむらにてお看取り） 

 

3月 

1 K様 ご葬儀参列 

5 R7年度下半期 運営推進会議 

 

通年事業として 

 ・山梨大学大学院 総合研究部 生命環境学域 環境科学系（環境科学・国際流域環境研究 
センター） 西田継教授 ゼミ生との人類学のコラボレーション 

 ・薪割り、薪集め 

 ・さをり織り教室の開催 

 ・地域活動団体との協働事業 

 ・NPO 法人、一般法人企業 企業サポート事業 

 ・福祉事業、医療法人への運営サポート事業 

 ・カフェ「そらのみち」開店中 

 

③ 事業活動内容等についての質疑 

 ・山梨大学大学院 総合研究部との関わり 

 →人類学の教授、月 1，2 回 ワークショップにて来所 

  ケアの探究 

 ・企業や運営サポートは 

 →3 年前頃より、「業の閉鎖や終了したがどうしたらよいのか」「負債の回収にはどの様にする 

  事が望ましいのか」という相談があり、M＆A のような対応をボランィアでコンサル 

 ・「そらのみち」は NPO 法人としての収益事業 

 →カフェ及びさをり織り教室は、収益事業として行っている 

 

 

 



・無理をしないよう、体調に気を付けて事業を継続してほしい 

・地域に開かれ、交流ができる場所として、活動を続けてほしい 

 さをり織りについて、包括便りに載せてもらうのはどうか 

・デイサービスかんむらでは、最期まで、看取りもできるというコンセプトとして 

 利用者様を紹介してよいか 

→誰ということではなく、「かんむら」が良いと言ってくれる方であれば支援していきたい 

 コンセプトは、排除しない、誰もが地域の一人 

 数名亡くなられたので、受け入れは可能 

・避難訓練はどの様に行われているのか 

→6 月に火災、12月に地震の想定で、通報・消火・避難訓練を行っている 

 利用者数も多くないので、同時進行で、二手に分かれて避難しており、数分で完了 

 精神疾患の方は、普段と違う行動のため動けなくなることがあるので課題だが、 

 12月の時には一緒に無事に出ることができた。 

 訓練を続けていく大切さがある 

・利用者様より 

→楽しく過ごすことができている 

 利用を始めてから、地域の他の活動にも参加できるようになった 

 最初から溶け込んで過ごせている 

 

 

  ・次回開催日（予定）：R８年 10月頃 


